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■ 会 長 報 告                  青島 彰君
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●ソング それでこそロータリー

●ソングリーダー 山田 昭雄君 

【バラ】

藤枝ロータリークラブ会報藤枝ロータリークラブ会報

  
本日はクリスマス家族例会です。会員、ご婦人、

お子様、お孫様ようこそお出かけ下さいました。

こころより歓迎します。 
先週の土曜日に静岡市に事務所のみんなと食事に

出かけました。食事後に青葉公園のイルミネーシ

ョンを見学しましたが規模はそこそこでしたがデ

ザインがイマイチかなとの感じです。市内の人出

はさすが県都静岡市と思わせる賑わいでした。対

照的に藤枝は寒さが増すような閑散とした風景で

した。静岡県の中堅都市としての藤枝は静岡市の

ような賑わいのある街と変貌するのは何年後かな

ふと思いました。 
さて、クリスマスの話題ですがクリスマスツリ

ーがなぜ「もみの木」なのか、冬のドイツの凍り

つくような寒さの森で、モミの木だけは、緑を絶

やしません。その十字架のように広がった枝の形

から「聖なる緑の木」といわれ、「永遠の命の象徴」

とされ、広くクリスマスで使われるようになりま

した。 

来年が本年にくらべてより良い年になりますよう

にお祈りし、会長報告とします。 

■ 出 席 報 告                  
本日のホームクラブ 

出席者 前回の補正出席者 

35／43 81.40％ 33／42 78.57％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○石間君 ○酒井君 ○櫻井君 ○杉山君 
○鈴木舜君 ○仲田晃君 ○水野君 落合君 

(２)メークアップ者 

松葉 義之君（藤枝南） 石間 尚雄君（藤枝南） 

櫻井 龍太君（藤枝南） 

■ ビ ジ タ ー                       

渡邉 直樹君（島田）  澤脇 圭司君（島田） 

丸尾 氣窮雄君（島田） 古桑 幸郎君（焼津南） 

谷口 正和君（焼津南） 朝比奈 潔君（藤枝南） 

小林 正敏君（藤枝南） 伊藤 恒夫君（藤枝南） 

松浦 正秋君（藤枝南） 富澤 静雄君（藤枝南） 

■ スマイルＢＯＸ             小西 啓一君 

• クリスマス例会、孫達大喜びで出席させていた

だきました。                    松葉 義之君 

• 孫勢ぞろいで出席させていただきました。クリ

スマス会が大好きで大好きで、な孫です。 

小西 啓一君 

スマイル累計金額１４６，９７０円 

◎皆出席表彰（2010～2011 年度）        

青島 彰君  青島 克郎君  池谷 佳典君 

石垣 善康君  大塚 高弘君  大塚 博巳君 

河井 宏文君  栗原 毅君  杉山 静一君 

鈴木 廣利君  大長 昭子君  松葉 隆夫君 

松葉 義之君 
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◎次年度役員紹介                   

 

次年度会長挨拶 

仲田 廣志君 

 

 

 

１２月７日のクラブ年次総会で、次年度の会長に

指名されました。 

歴代の会長のように、この伝統あるクラブを継承

していけるのか、自身も全くありませんが、副会

長に大塚君、幹事に池ノ谷君、副幹事に森下君と

力ある方々を推薦していただきましたので、私と

しては、大変心強く感謝しているところです。次

年度まで、まだ半年もありますので、身に迫った

緊迫感という実感もまだありませんが、来年に入

りましたら、より意義あるクラブを目指して、ス

タッフの皆さんと計画をたててまいりたいと思い

ます。 

今年は、東日本大震災という大きな災害に遭いま

して、自然の大きさ、畏敬さを改めて感じました。

そして、人はそうした自然の中で生かされている

のだと思い知らされました。今年の漢字は、絆が

選ばれました。大きな犠牲を払いましたけれども、

昨今の希薄な人間関係が、震災を経て、今一度見

直されつつあるように思います。私もロータリア

ンとして、思いやりある社会創りの一助となれる

よう、皆さんのお力添え、ご協力をいただき、次

年度努めさせていただきたく思っています。皆さ

んが、少しでも意義あるクラブと思っていただけ

るよう頑張りますので、重ねて、お力添えをお願

いいたしましてご挨拶とさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●● クリスマス家族例会 ●● 
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